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第15・趣第7号

建築施設として現在までに建設されたものは，ロケッ

トセンター，テレメータセンター，それにコントロール

de：　／t　一，計器センクーの一・部である、設計条件として

｛ま，土地条件・今後の増設計画，プロテクターとしての

役割等を考慮して・できるだけ共通的な設計にまとめる

二ととL，ロケットセンター以外はすべて同一構造とな

っている（第1図）・

この構造はスパン9．6m，桁行2．56mをスペースの

：二：bとしており，主欝造は鉄骨に，量根，外壁を型

差板と石綿七メント披で多層サンドイッチ梅造としたも

のである（第2図｝．なお床も同じように計画されたが，

工要の関係でコンクリート床となった．梁に設けられた

丸孔は冷房用ダクトである・

　二の基本構進が組み合わせられて，3，4，5の平面図

；：示すように，各稲の建築となった．点線に示す部分は

増設予定部分である．

　ロケットセンタ・一は，6，7，8，9に示すようなもの

であるが，これは二つの部分，ロケット組立室と，エン

ジン調整室その他から構成されている．

　紐立室は将来の拡張その他を考’慮して，橋梁のように

註の少ない形でまとめられた、澗整室の構造は一部鉄筋

コンクリートであるが，大部分は基本構造に準じてい

る．なお建設に民係した業者は下言己のとおウである．

　　　　　　　　　　　　（1963年4月24日受理）
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